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「相模原市小中一貫教育基本方針（案）」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 
本市では、小・中連携教育推進事業について、平成２２年度から平成３１年度までを計画期間と

する相模原市教育振興計画に位置付け、児童生徒の豊かな人間性や社会性を育むとともに、今日的

な教育課題を解決することを目的とし、小学校から中学校にかけての接続部分の円滑化を図ってま

いりました。一方で、子どもたちが学ぶ楽しさやわかる楽しさをより実感し、更なる学力の定着と

体力の向上を図るためには、接続部分の円滑化に加え、児童生徒・学校・地域の現状と課題を踏ま

えながら、小・中学校が共に９年間の見通しを持って教育に取り組むことが求められています。 
そこで、従来取り組んできた小中連携教育を、小中一貫教育へとステップアップするため、外部

有識者で構成される相模原市小中一貫教育のあり方協議会の意見を踏まえて検討した相模原市小中

一貫教育基本方針を策定します。 
この度、相模原市小中一貫教育基本方針を策定するに当たり、市民の皆様からのご意見を募集い

たしました。 
 その結果、６人から１９件のご意見をいただきました。意見募集の概要及びお寄せいただいたご

意見の内容、ご意見に対する本市の考え方を次のとおり公表します。 
 
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  平成 30年 6月 21日（木）～平成 30年 7月 20日（金） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、学校教育課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城

山・橋本・本庁地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、各公民館（沢

井公民館を除く）、各図書館、公文書館 
 
３ 結果 
（１）意見の提出方法 

   
 
 
 
 
 
 
（２）意見に対する本市の考え方の区分 

   ア：計画案等に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 

意見数 ６人（１９）件 

内 

訳 

直接持参 ０人（ ０）件 
郵送 ０人（ ０）件 

ファクス ２人（ ６）件 
電子メール ４人（１３）件 
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（３）件数と本市の考え方の区分 

 
（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

① 本市の現状と課題に関すること ２ １  １  

② 小中一貫教育の実施に関すること １５  ６ ９  

③ 小中一貫教育の発展に関すること ２   ２  

合 計 １９ １ ６ １２ ０ 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 本市の現状と課題に関すること 
１ （１ 本市における現状と課題） 

「（１）子どもに関する現状と課

題」について、不登校の原因は、友

人との関係や教員との関係、勉強が

分からないことなど多岐に渡ってお

り、当事者である児童生徒のみの課

題ではない。一方的に子どもの力が

育っていないことが原因であるかの

ような表現に違和感を覚える。子ど

もにだけ課題があるのではないこと

を書き加えた上で、①から④の課題

があるとすべき。 
 

不登校の原因が多岐に渡ってい

ることを踏まえた上で、子どもの現

状として不登校生徒が多いことを

記載しております。この改善に当た

っては、①から④までの力を育てて

いくことが、課題であると捉えてお

り、このことを明確にするため、次

のとおり記載を改めます。（下線部

は意見反映後の記載。） 
（１）子どもに関する現状と課題 
近年の諸調査の結果から、本市で

は、学力や体力に課題がある児童生

徒や不登校生徒が多いことが明ら

かになっています。 
これらの改善に向け、 

① 集団社会における人間関係を形
成する力 
② 自己肯定感を形成する力 
③ 将来に向かって意欲的に自己を
伸ばしていく力 
④ 課題対応能力 
などの力を育てていくことが課題

となっています。 

ア 
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通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 本市の現状と課題に関すること 
２ （１ 本市における現状と課題） 

「（１）子どもに関する現状と課

題」について、現状や課題が抽象的

な表現に留まっており、具体的な調

査方法や対象者数、その根拠を記載

すべきではないか。 

当該項目における現状及び課題

については、文部科学省が実施した

「全国学力・学習状況調査」等の各

種調査結果にて既に公表している

ものであり、本方針は、本市がめざ

す小中一貫教育を示すことが主た

る目的であることから、調査内容に

ついては記載しておりません。 

ウ 

② 小中一貫教育の実施に関すること 
１ （２ 本市における小中一貫教育） 

「めざす子ども像」の設定に当た

っては、子ども一人ひとりの個性を

重んじ、設定する主体に子ども自身

を加える必要があると考える。 
また、子どもが息苦しさを感じる

ことのないよう、「めざす子ども像」

を追求するというだけでなく、別の

道を模索する余地を残すべき。 

「めざす子ども像」は、学校と家

庭・地域が、同じ方向を向いて教育

活動に取り組むための指針である

ことから、中学校区内の現状と課題

や家庭・地域の願いを踏まえ、中学

校区ごとに学校が設定することと

しております。 
なお、９年間を見通す具体的な教

育活動の実施に当たっては、子ども

一人ひとりの可能性を広げること

ができるよう、ご意見を参考にしな

がら、教育活動に取り組んでまいり

ます。 

ウ 

２ （２ 本市における小中一貫教育） 
小中一貫教育の実施に当たって

は、特に、小学校４年生と小学校５

年生の間の接続を大切にしながら取

り組むべき。 

文部科学省が作成した「小中一貫

した教育課程の編成・実施に関する

手引」（平成２８年１２月２６日）

においても、小学校４～５年生頃の

発達上の段差について言及されて

おり、大切な視点であると捉えてお

ります。 

イ 

３ （２ 本市における小中一貫教育） 
小・中学校の一体的な連携・協働

の熟成のため、まずは充実した取り

組みを望む。 

本方針の「４ 小中一貫教育の実

施」にある、視点１から視点５まで

に基づき、全中学校区で９年間を見

通す教育に取り組み、小・中学校の

一体的な連携・協働を一層推進して

まいります。 

イ 
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通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

② 小中一貫教育の実施に関すること 
４ （２ 本市における小中一貫教育） 

中学校教員の生徒観のマイナス面

が広がらないよう、子どもの個として

の尊重に、配慮されたい。 

小学校及び中学校のいずれにお

いても、人権研修の実施等により、

人権に配慮した指導に努めており

ます。本方針の策定に伴い、小中一

貫教育の視点を踏まえて一層の充

実を図ってまいります。 

イ 

５ （２ 本市における小中一貫教育） 
 今回の基本方針は、従来の小中連携

教育の表現を変えて示しただけだと

感じた。 

小中一貫教育は、小・中学校が「め

ざす子ども像」を共有し、９年間を

見通す教育課程を編成し、系統的な

教育をめざす教育のことであり、従

来の小中連携教育で行っていた情

報交換や交流からステップアップ

した教育です。小中一貫教育の実施

により、学校間の児童の学習上・生

活上の課題の引継ぎ、学習や生活ル

ールの共有、各教科における系統的

な教科指導や「切れ目ない支援教

育」に取り組みやすくなると考えま

す。 

ウ 

６ （３ 小中一貫教育でめざす姿） 
「（３）小中一貫教育でめざす『教

職員』の姿」について、教職員の知識

及び資質の向上のために、児童生徒理

解や生徒指導のあり方等に関する研

修体制を明記するべき。 

本市の教職員の研修体制につい

ては、人材育成指標に基づき体系的

に整備しており、計画に基づき児

童・生徒理解や生徒指導のあり方に

関する研修を実施しております。本

方針の策定に伴い、小中一貫教育の

視点を踏まえて一層の充実を図っ

てまいります。 

イ 

７ （４ 小中一貫教育の実施） 
「めざす子ども像」の設定に当たっ

ては、「３－（１）小中一貫教育でめ

ざす『子ども』の姿」に掲げた三項目

を踏まえるとともに、基本的人権・個

人の尊厳及び子どもの主体的な学び

を大切にし、「大人が要求する子ども

像」になることのないよう、十分な配

慮がなされるべき。 

各中学校区の「めざす子ども像」

については、「３－（１）小中一貫

教育でめざす『子ども』の姿」を踏

まえながら、ご意見のとおり、子ど

もの人権等に配慮した設定をして

まいります。 
イ 
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通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

② 小中一貫教育の実施に関すること 
８ （４ 小中一貫教育の実施） 

９年間の教育課程の編成に当たっ

ては、学年段階の区切りとして、２－

３－２－２制や３－２－２－２制等

の学びのまとまりを考え、児童生徒の

発達段階を踏まえた９年間の教育課

程編成が必要と考える。 
特に小学校１、２年生は、基本的生

活習慣とともに、丁寧な学習指導が求

められることから、必要に応じて振り

返り学習も必要と考える。 

全中学校区で実施する小中一貫

教育については、小学校・中学校と

いう現行の設置形態で行うことか

ら、学年段階の区切りは変えず、児

童生徒の発達段階を意識した９年

間の教育課程を編成するものとし

ております。 
なお、将来的に義務教育学校の設

置を行う際には、頂いたご意見を参

考にしながら、設置校ごとに６－３

制以外の学年段階の区切りの導入

についても検討してまいります。 

ウ 

９ （４ 小中一貫教育の実施） 
授業や行事の場面では、リーダーシ

ップを発揮する場面が設定される必

要があり、仮に２－３－２－２制の学

年段階の区切りを設定した場合には、

４つのブロックの上位学年にリーダ

ーシップが取れる行事や授業を設定

することが必要と考える。 

ウ 

１０ （４ 小中一貫教育の実施） 
小学校５、６年生あたりから、中学

校の専科制度を取り入れることも検

討すべきであると考える。これによ

り、小学校と中学校の教員の連携が進

むと考える。 

現在、中学校教員による小学校へ

の乗り入れ授業を一部の小学校で

実施しております。小中一貫教育の

実施により一層の充実を図りなが

ら、将来的には専科制度の導入も検

討してまいります。 

ウ 

１１ （５ 小中一貫教育の実施スケジュ
ール） 
「教育委員会は、全中学校区の検討

状況及び活動内容を把握し、各小・中

学校に周知する」とあるが、地域との

連携を推進するためには、市民にも活

動内容をホームページで公表すべき。 

各中学校区における活動内容の

周知については、ホームページ等に

よる適切な公表方法を検討してま

いります。 ウ 
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通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

② 小中一貫教育の実施に関すること 
１２ （該当箇所なし） 

小中一貫教育への移行を機会に、

子どもたちの「子育ち」を重視した

主体的な学びによる自己形成を支援

する学校への質的な改革が望まれ

る。 

「２．本市における小中一貫教

育」にあるとおり、本市の小中一貫

教育では、自分の良いところや興味

関心のあることを見つけ、目的意識

や見通しを持って課題に挑戦する

ことで自らを伸ばしていき、他者と

より良い人間関係を築くことので

きる、子どもの「未来を切り拓く力」

を学校と家庭・地域が共に育てるこ

とを基本理念として掲げておりま

す。この基本理念に基づき、学校と

家庭・地域が共通理解を図りなが

ら、協力して教育活動や学校運営に

取り組んでまいります。 

ウ 

１３ （該当箇所なし） 
 小・中学校は、国家・社会に役立

つ人材育成の場ではなく、子どもた

ちが自己と自己の生き方を形成し、

自分らしく自由に生きるための「教

養」としての知識・技能・技術やも

のの見方・考え方を学ぶ場であるこ

とを教育委員会として明示してほし

い。 

ウ 

１４ （該当箇所なし） 
教員の労働環境（労働時間や部活

動の指導など）・教員数などが改善さ

れない状況の中で９年間の連続した

体制をつくっても健全な学校運営が

できるとは考えられない。 
教職員の労働環境の改善を含め

て、教育課程および学校運営を考え

るべき。 

現在、平成３０年３月に策定した

「学校現場における業務改善に向

けた取組方針」に沿って、教職員の

労働環境の改善に取り組んでおり

ます。 イ 

１５ （該当箇所なし） 
 小中一貫教育の実施により、学校

間や地域との連携のために教員の負

担が生じるのではないか。打合せや

研究に時間が割かれ、子どもへ十分

な対応が取れなくなることを防ぐた

め、人的・予算的な措置が必要と考

える。 

学校間及び地域との連携に当た

っては、既存の学校運営協議会や小

中連携協議会、小中連携教育に係る

課題研究の枠組みを活用するなど、

教員の負担に配慮しながら進めて

まいります。 

ウ 
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通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

③ 小中一貫教育の発展に関すること 
１ （２ 本市における小中一貫教育） 

義務教育学校への移行は慎重に判

断すべき。 

義務教育学校の設立に当たって

は、利用可能な空き教室数や体育

館・運動場等の設備、学校間の距離

等の地理的条件、学区の整理や保護

者・地域の理解など様々な課題を考

慮しながら、検討を進めてまいりま

す。 

ウ 

２ （６ 小中一貫教育の発展） 
成果を出そうとするのであれば、

「義務教育学校」で学校教育の充実を

図るべきであり、小・中連携校か「義

務教育学校」のどちらかを選択できる

ことが望ましいと考える。 

ウ 

 


